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 高齢者の認知症予防のためにさまざまな介入が行われている。出雲市では環

境予防医学と NPO 生活習慣病予防センターと連携し、複合型認知症予防プログ

ラム（以下、プログラム）を実施している。本発表では、出雲市で行っている

複合型認知症予防プログラムの内容を紹介するとともに、その介入前後のデー

タを用いた解析について紹介する。 

 対象は、プログラムに参加した 65 歳以上の高齢者 60 名のうち 46 名である。

方法は、75 歳未満の前期高齢者と 75 歳以上の後期高齢者の間でプログラム参

加前後の BMI、運動機能、認知機能の変化からその効果を検証する介入試験で

ある。前期高齢者は、後期高齢者と比べ、女性が有意に多く、介入前の握力で

低値を示したが、他の運動機能や認知機能で差がなかった。前期高齢者の歩行

数は介入前の約 4,000 歩から、介入後約 7,000 歩にまで有意に増加した。BMI は、

後期高齢者で BMI が増加した。運動機能は、前期高齢者で 5m 努力歩行が 3.8±0.8

秒から 3.5±0.5 秒に、TUG が 3.7±1.0 秒から 3.5±0.8 に有意に短縮した。後

期高齢者の 5m 努力歩行は介入前 4.1±1.0 秒から介入後 3.6±1.0 秒に有意に短

縮した。認知機能のファイブ・コグテストのエピソード記憶は、前期高齢者の

介入前 47.9±7.5 点から介入後 56.5±8.8 点と有意に改善したが、後期高齢者で

は改善傾向を示した。エピソード記憶の改善は 5m 努力歩行の変化（β=-0.751, 

P=0.020）と独立した関連を示し、運動改善が認知機能の改善と影響した可能性

を示唆した。健常な高齢者であっても、より若年層で早期に介入することが、

認知機能の改善に寄与することを明らかにした。 

 


